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人
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生
の
、
意
地
域
及
び
償
伎
一

j

・

六

四

か
ら
で
あ
る
而
し
く
其
が
提
供
す
る
所
の
主
税
般
と
一
五
ふ
唱
の
屯
純
粋
の
主
観
性
で
は
な
く
‘

し
て
盟
宮
な
実
化
生
活
の
基
礎
の
上
に
薮
民
し
、
究
所
の
主
税
牡
で
あ
る
や
主
観
的
美
的
生
活

な
る
も
の
は
成
熟
し
北
一
合
成
熟
し
過
ぎ
花
女
ル
刊
に
随
伴
し
北
現
象
で
あ
っ
て
濁
点
な
女
化
生
'

活
を
白
づ
か
ち
生

b
得
る
唱
の
で
は
な
い
。

、

、、
!‘ 

、ー

五
日
々
は
貴
仁
以
上
述
ぺ
来
つ
党
首
い
人
生
観
や
新
し
い
人
生
観
の
紛
糾
錯
綜
大
る
問
仁
立

て
ゐ
る
の
で
あ
る
悲
し
古
い
人
生
削
慨
は
新
し
い
世
界
を
砕
き
は
す
る
が
英
世
界
文
る
や
苦
々

の
存
誌
と
は
悠
隣
れ
党
が
も
の

Z
な
人
ノ
不
確
な
唱
の

E
な
っ
て
了
つ
セ
ー
之
に
反
し
て
新
し
い
人
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生
腕
は
直
接
的
存
夜
ょ
ん
，
出
後
し
大
の
で
あ
る
が
之
を
怒
越
し
て
読
書
矛
活
に
限
ゐ
ち
歩
ば

其
の
絞
J

り
を
見
出
し
得
な
わ
っ
、
K
の

J

で
あ
る
嬰
ず
る
仁
現
代
の
苔
々
に
は
紳
哲
理
性
宅
妓
は

ノ、，. 

し
い
が
も
の
と
な
ん
奨
れ
に
代
る
ペ
を
白
然
も
枇
舎
唱
は
校
側
人
号
車
け
々
号
満
足
せ
し
め
な
い

而
し
て
乙
れ
よ

b
鵡
る
所
の
不
安
は
生
活
を
根
祇
ま
や
唱
震
誠
す
る
に
埜
つ
校
時
治
仁
於
い
て

が
既
存
の
人
生
親
以
外
新
入
生
槻
が
覚
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
新
総
合
が
起
九
攻
け
れ
げ

t

な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

(
未
完
)

， 

二
、
英
鵡
銀
行
割
引
歩
合
2
・
市
中
割
引
歩
合
と
の
比
較

一
一
一
、
英
蘭
銀
行
割
引
歩
合
と
錦
繍
西
銀
行
並
に
組
側
逸
品
W

間
銀
行
割
引
歩
合
よ
し
の
比
較
。
英
関
銀
行
割
引
歩
合

ド
弘
白
羽
uv
屯
Bι

コず
s
-
噌
泊
q

h

4

T

千
'
守

d

英

蔵

銭

れ

に

闘

す

る

砂

努

が

頻

繁

に

縫

動

ず

る

結

集

並

に

此

現

象

の

説

明

。

場

紅

陪

町

二

)

英

蘭

銀

行

の

卒

均

割

引

歩

合

。

共

定

期

総

動

。

化
時

r
E守“。

3
1
7
』厄三、
λ

アぜ
V
大
mm
数
段
品
、
t

ア
ν
ド
レ
ア
1

ド
氏
箸
英
樹
銀
行
史
八
〉
'
〉
H
H

山
広
p

s

i

・

英
蹴
銀
行
の
平
均
剖
刀
牛
Y

A

官
、
正
之
宮
大
主
諸
闘
の
銀
行

諜
は
フ
オ
ツ
ク
ス
ウ
立
一
氏
監
慣
の
下
に
メ
レ
ヂ
ス
氏
の
を
札
成
り
、
昨
年
一
・
渉
司
令
に
比
較
す
れ
ば
概
し
て
低
を
仁
居
れ
ん
O

唯
悌
蘭
西

倫
敦
JK
於
て
相
続
せ
ち
れ
た
り
o

畿
を
千
ざ

HE--年
前
後
h
k

於
け
る
武
ハ
悶
一
銀
行
歩
合
仁
比
較
し
て
、
高
ぎ
を
見
ゐ
の
み
。
例
へ
ば
千

銀
行
井
比
金
融
事
情
W

札
制
限
し
、
英
樹
銀
行
創
立
お
時
の
妹
、
泌
よ
そ
千
九
百
一
八
百
八
十
一
一
一
年
ょ
・
6
千
九
百
二
年
に
盗
る
平
均
に
就
て
凡

一
一
一
年
に
至
る
ま
で
、
同
強
行
h
k
閥
L
て
初
ぬ
れ
る
大
小
的
事
件
や
叙
説
部
や
し
、
一
る
仁
、
英
関
銀
行
の
歩
合
以
三
分
二
腿
な
t

り
し
仁
、
倣
蹴

何
等
滋
泌
す
る
所
渇
る
を
見
ず
。
余
が
従
来
開
綴
し
た
る
英
蹴
銀
行
史
詩
L

一一
四
銀
行
の
歩
合
は
ご
分
八
腹
、
濁
逸
品
w
閥
銀
行
の
歩
合
は

〈
は
同
銀
行
史
論
中
、
最
6
完
全
な
る
告
の
を
求
め
ん
か
、
第
ご
礼
治
を
本
一

害
児
服
せ
ず
る
た
お
も
議
長
岡
寺
中
、
英
溺
銀
行
の
現
総
研
-
宛
口
品
川
℃
h

一
一
一
一
分
問
題
な
ろ
し
が
如
し
。
叉
時
期
の
関
係
よ
J

り
一
五
へ
ば
、

最
土
地
嬰
の
関
係
予
心
部
分
を
諜
申
し

d
て
誠
者
の
参
考
に
位
一
い
ず
。
一
千
八
百
五
十
四
年
よ

6
千
八
百
六
十
六
年
に
盗
る
問
英
樹

堀
江
崎
一
誠
一
銀
行
の
割
引
歩
合
以
上
進
ず
る
の
傾
向
ゐ

b
な
る
が
、
千

第
一
英
繭
銀
行
ー
し
割
引
歩
合
一
八
百
六
十
六
年
以
後
は
絡
ヘ
安
保
落
し
つ

1
Jの
b
o
今
千

此
重
要
問
題
を
論
歩
る
に
め
向
て
は
、
・
十
庁
、
に
制
御
?
る
が
如
を
一
八
一
白
同
十
凶
年
よ
t
リ
千
九
百
年
配
六
期
ド
阪
分
し
て
ι

各

一
一
一
輔
の
項
目
を
設
け
な
る
可
わ
ら
ホ
ノ
期
の
平
均
割
引
歩
令
(
一
苅
金
百
踏
切
に
封
ず
る
利
子
金
額
、
)

t

w

m

e

一
一
、
一
了
英
蘭
銀
行
の
卒
均
割
引
歩
命
並
に
英
定
期
幾
勤
。
念
表
示
す
れ
ば
、
左
の
如
し
。
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日λ
四五・
i
}
凡
五
叫
一
一
一
部
一
~
六
分
の
一
だ
け
高
を
仁
一
民
る
乙
ー
に
を
計
算
し
れ
札

b
(註
コ
…
)

〕

凡

五

五

!

て

八

大

問

問

ご

一

ハ

設

一

〉

特

に

蘇

絡

謝

忙

於

て

紙

幣

k
m
到
す
る
定
期
の
鵠
.
勢
起
切
て
)
英
樹

戸
時
八
六
五
!
日
八
七
問
一
ニ
ヱ
ハ
一
銀
行
に
就
て
金
貨
を
取
付
(
る
の
事
情
吾
容
的
ず
可
L
詳
細
は
ハ

3
w
s
s

x七
五

よ

八

八

四

一

一

一

一

一

一

一

2
5
3
8
2
0
5ロ
oERE-
渇

-H01HO参
照
〉

て
八
八
五
1

l

H

八

九

四

コ

一

三

一

ハ

滋

ニ

〉

秋

牢

陸

一

辺

氏

就

て

は

Q
2
0
5
t
F
s
a
{判長
8
2
C
C
H吋
3

3

1

で
八
九
五
・
!
?
九
O
O

〕一一

o

一司
2800
務
版
句
U
H
O
G
S
H
S
新
版
日
U
M
M

い
お
a
g
N
'

七
八
四
五
l
l
〕九
O
O
年
平
均
一
一
一
磁
ご
一
志
一
ハ
設
一
一
一
)
民
2
4
記
号
阿
忠
M

J

一g
J七・

真
に
之
を
一
年
に
就
て
見
る
仁
、
英
蘭
銀
行
の
割
引
歩
令
一
(
…
ご
英
樹
銀
行
歩
合
と
市
中
歩
令
。

は
定
期
の
幾
動
を
視
は
ず
の
常
に
し
て
、
春
季
よ
I

り
夏
季
一
割
引
必
r

令
仁
…
闘
す
る
英
蘭
銀
行
の
政
策
を
見
る
仁
、
若

ド
於
け
る
歩
令
拡
秋
季
よ
F

り
各
挙
に
一
企
る
歩
合
に
比
較
し
一
し
く
面
白
を
新
に
し
北
る
も
の
あ

b
o
法
し
英
蘭
銀
行
は

て
低
位
下
一
ぷ
れ
ら
。
其
然
る
所
以
£
案
・
下
ノ
る
に
秋
季
敢
に
一
多
年
間
殊
に
千
八
百
凶
十
回
応
l
r
h琵
る
ま
で
、
割
引
歩
令

各
季
の
始
仁
一
於
て
肱
内
側
の
牧
穫
休
日
並
に
旅
行
の
費
用
一
を
凶
八
万
乃
資
五
分
に
指
泣
く
の
方
針
を
ほ
れ

ι。
故
V
L
市

叫
仰
に
穀
物
品
胞
に
机
花
の
総
入
仁
川
到
し
て
、
資
金
を
裂
す
ふ
一
中
歩
合
が
高
位
に
在
ふ
と
を
は
、
英
繭
銀
行
拡
如
上
の
歩

乙
と
多
く
、
日
疋
等
の
瓜
一
間
以
他
の
事
情
(
註
ご
と
霊
な
一
合
b
w
一
川
以
て
割
引
ど
行
ふ
を
得
れ
ど
替
市
中
歩
令
が
低
位
一
に

う
て
、
多
く
の
倒
仁
一
於
て
現
は
る
¥
と
同
一
の
事
態
を
芯
一
在
ゐ
と
き
は
、
何
人
も
英
蘭
銀
行
仁
川
前
引
を
依
頼
せ
な
る

起
し
、
英
関
に
於
て
は
、
之
を
名
け
て
秋
季
勝
一
泊
(
〉
ロ
28
一
一
が
故
に
、
同
銀
行
は
割
引
配
中
止
す
る
に
翠
ら
す
ゐ
を
得

5
5
J吋

3
3
)
(註一一
)

t

乙
一
宇
治
。
此
幕
府
よ

b
来
る
資

7vJO
而
し
〈
市
中
歩
令
、
が
英
蘭
銀
行
歩
合
よ
ー
り
も
一
分
七

金
の
取
付
は
極
め
て
章
一
一
裂
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
唱
の
仁
し
一
制
服
五
毛
乃
査
二
分
方
低
金
に
ほ
治
れ
る
が
如
念
場
合
宅
亦
少

て
、
グ
レ

l
ア
氏
は
毎
年
十
月
よ
L
ツ
一
二
月
仁
歪
る
割
引
歩
な
が
ら
も
C

ん
‘
持
心
。
然
ゐ
に
千
八
百
間
十
四
年
以
後
英
繭
銀

t
A
W
綜
凶
月
ょ
，
b
九
月
に
変
る
歩
合
に
比
較
し
て
、
一
分
十
行
以
割
引
に
就
て
、
他
の
銀
行
l
r
競
争
す
る
地
位
に
京
も
、

66 
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、

、

r 

ヨ，

時
に
市
場
の
大
勢
を
指
穫
し
、
時
に
北
(
叩
八
一
勢
仁
随
作
し
、
る
仁
、
此
問
恭
一
蹴
銀
行
制
引
歩
合
の
総
動
し
た
る
同
数
は

減
る
坊
A
V
仁
川
似
其
割
引
誌
は
異
常
の
金
綴
ト
ド
上
'
夕
、
叉
或
百
六
十
ど
の
多
を
仁
上
れ
る
仁
反
し
、
鶴
惣
抗
於
て
は
、

る
場
合
に
は
悲
し
く
滅
少
し
、
千
八
百
必
十
八
年
仁
拡
英
一
八
十
四
向
、
僻
関
西
じ
於
て
は
二
十
一
点
同
の
縫
勤
を
潟
市
し

世
間
に
目
公
表
す
る
最
低
歩
合
を
総
持
す
る
の
必
一
安
な
さ
百
一
大
る
の
み
。
故
に
同
一
利
傘
の
一
牛
均
綴
絞
期
附
拡
似
鴎
曹

を
明
占
一
目
す
る
い
L

歪
れ
1
9
0

一
銀
行
に
於
て
紘
一
一
一
一
円
六
十
五
日
、
濁
滋
術
協
銀
行
仁
於
て

い
之
を
事
貨
に
就
て
見
る
仁
、
千
八
百
レ
七
十
二
年
ょ
ん
今
一
一
ね
百
八
日
な
る
仁
、
英
蘭
銀
行
仁
於
て
は
憶
に
五
十
同
日

日
に
至
る
ま
で
、
市
中
歩
ム
ザ
紋
常
仁
英
蹴
銀
行
歩
令
よ
ら
ア
レ
4

・
数
ふ
ゐ
仁
池
ぜ
パ
ふ
少
。
万
九
'
帰
る
平
均
に
州
側
〉
ヤ
ポ
ノ
、
お
年
度

が
も
低
位
に
ほ
泊
れ
r
り
。
然
る
仁
地
方
に
於
て
砂
地
方
銀
行
の
一
-
に
於
け
ゐ
歩
合
の
幾
動
を
見
る
に
、
千
八
百
四
十
凶
年
よ

歩
合
以
時
仰
に
英
隙
銀
行
歩
令
よ

b
宅
一
口
同
位
仁
居
る
を

t

見
一
ー
り
千
九
百
年
仁
至
る
五
十
レ
七
年
間
英
樹
銀
行
歩
合
が
ふ
く

る
。
而
し
て
此
専
従
る
地
方
銀
行
業
者
の
常
に
不
平
を
訴
一
銭
動
せ
か
」
ら
し
ば
千
八
百
五
十
一
年
と
千
八
百
九
十
ど
年

ふ
る
所
に
し
〈
、
彼
等
は
英
蘭
銀
行
に
資
金
を
預
託
し
、
?
と
の
こ
筒
年
な
る
に
、
獅
銭
ド
於
〈
綜
斯
る
事
例
は
九
街

英
鴎
銀
行
は
此
資
金
を
利
用
し
て
、
彼
等
に
競
宇
佐
試
ひ
一
年
、
倒
防
商
に
於
て
は
二
十
筒
伝
・
・
の
多
き
を
数
全
治
一
〉

る
唱
の
な
よ
ソ
tr都
せ
ら
る
。
一
ハ
さ
〉
十
九
世
紀
を
混
じ
、
術
劇
開
銀
行
制
引
歩
合
の
銭
助
一
同
紙
一
は
儲
K

(
一
ニ
)
英
蹴
銀
行
歩
入
怖
の
頻
繁
な
る
級
一
勤
U

H

他
の
中
央
一
百
二
十
問
比
一
泌
ぎ
ず
o
然

2
英
断
銀
行
代
於
て
は
‘
傑
は
ニ
十
五
年
間

銀
行
と
の
比
較
。
此
現
象
の
結
果
枇
に
説
明
。
一
氏
於
て
、
仰
湖
西
銀
行
の
百
年
比
於
け
る
よ
り
遣
問
十
三
一
附
だ
け
多
(
の

川
英
蘭
銀
行
の
歩
合
に
闘
し
て
議
事
注
目
す
可
き
事
日
一
議
主
せ
る
患
の
な
り
、

1
N百
六
十
六
件
よ
り
千
九
百
年
代
筆
る

-
一
期
例
会
見
る
忙
、
前
対
照
銀
桁
'U
，
盆
軍
歩
合
援
幼
恒
数
阿
百
に
潤
L
J郷
滋

は
泣
一
銭
動
の
頻
繁
な
る
一
事
に
し
て
、
例
措
捌
西
並
に
獅
態
一
一
羽
同
銀
行
は
百
六
十
一
閥
、
白
・
恐
慌
一
銀
行
は
百
七
十
一
一
雨
、
町
一
蹴
銀
行
は

の
中
央
銀
行
と
比
較
し
て
、
特
に
挺
謀
、
だ
し
ぎ
を
見
ゐ
。
百
七
十
三
一
間
側
関
西
銀
行
は
百
十
}
防
の
議
官
示
せ
る
の
み
o

詳
細
の

千
八
百
レ
七
十
五
年
ょ
ん
/
千
九
百
年
に
至
る
期
間
に
就
て
見
事
情
は
ハ
ヨ
ι
3
5
2
L
2ミ・ぉ
b
g・3
・H
U
2
3・
〉
参
照

雑
1

録、

e

u

'

J

'

，

六

七
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穴
λ

J

真
に
注
意
を
要
ず
る
は
英
閣
に
於
け
る
中
央
銀
行
割
引
、
ど
議
算
ず
る
を
得
ふ
が
故
に
・
、
金
利
歩
合
の
確
貨
は
取
引

歩
合
の
幾
勤
は
盟
・
に
皮
鍛
頻
繁
な
る
の
み
な
ら
み
y
、
其
緩
.
上
の
安
金
を
保
殺
す
る
ρ
も
の
に
外
な
ら
下
。
果
し
て
然
ら

皮
の
大
な
る
と
と
是
れ
な
・
九
/
O

同
一
年
度
に
於
〈
、
割
引
っ
は
英
闘
は
主
要
求
し
得
ペ
を
稜
皮
に
於
て
、
是
等
の
利
銃
一

歩
令
官
同
低
の
去
が
五
分
五
題
、
六
分
叉
は
六
分
五
屈
と
一
五
一

2
保
読
と
を
享
受
せ
診
る
も
の
い
と
一
五
は
合
る
可
わ
ら
ず
。

ふ
が
如
き
大
な
る
程
度
に
上
れ
る
は
、
優
に
英
蘭
銀
行
仁
一
小
川
斯
く
英
蘭
銀
行
の
割
引
歩
合
が
頻
繁
に
縫
動
ず
る
原

就
て
之
を
見
る
の
み
。
他
の
諮
問
仁
一
於
て
は
溺
逃
が
成
る
一
因
は
仰
れ
に
在
1

り
や
順
次
之
を
論
ポ
ノ
可
し
。

年
割
引
歩
合
の
高
低
爾
総
に
四
分
並
に
五
分
の
業
主
恥
し
一
(
一
)
倫
敦
金
融
市
場
の
特
質
。
倫
敦
金
融
市
場
は
其
賞

、
党
る
の
外
、
一
分
乃
至
ニ
分
の
援
を
生
、
下
J

る
仁
止
ま
る
。
「
要
な
る
紡
に
於
て
、
他
の
欧
洲
市
場
I
C
阪
別
せ
ら
れ
合
る

町
然
ら
ば
斯
く
英
繭
銀
行
割
引
歩
合
が
頗
繁
に
鎚
勤
し
一
可
か
ら
歩
。
殆
ど
総
て
の
世
界
の
商
業
は
倫
敦
と
関
係
し
、

叉
幾
劾
の
阪
城
大
な
る
事
費
、
が
一
凶
の
商
業
に
及
ぼ
す
影
一
倫
敦
は
将
に
園
際

J

取
引
の
清
算
問
川
北

b
o
エ
ド
モ
ン
テ
リ

響
如
何
。
其
有
害
な
る
は
、
一
方
に
総
資
な
る
金
利
歩
合
了
i

氏
が
倫
敦
を
以
て
、
究
明
関
金
融
の
様
ぬ
な
b
i
L
梢
し

の
利
旋
如
何
を
考
ふ
る
と
き
は
、
甚
だ
明
瞭
な
る
可
し
o

一
校
る
も
亦
滋
ム
一
一
回
じ
非
ヂ
。
然
唱
斯
る
倫
敦
の
特
質
仁
務
し
‘

第
一
仁
金
利
歩
合
が
温
度
を
保
っ
と
を
は
、
商
人
は
此
一
て
は
、
不
幸
に
し
て
不
利
認
の
伴
ふ
も
の
あ

b
o
印
丸
倫

歩
合
を
以
て
銀
行
よ
t
り
資
金
の
融
通
を
得
て
、
便
利
を
戚
一
敦
市
場
に
卦
し
、
生
一
ω
劇
仁
し
て
ー
叉
大
な
る
誠
付
の
危
険

歩
可
し
。
然
ら
-WJ
ん
ば
白
己
の
借
入
れ
た
る
資
金
に
依
て
一
あ
る
乙
と
是
れ
な
I
9
0

取
引
上
の
失
裂
を
償
還
す
る
能
は
、
下
し
て
、
銀
行
存
去
の
一
命
ほ
外
閣
の
市
場
と
比
較
し
て
倫
敦
市
場
そ
隠
別
す
可

大
目
的
は
消
滅
し
去
る
に
至
る
可
し
。
叉
金
利
歩
A合
甘
の
篠
一
了
‘

資
仁
下E
城
イ
て
、
は
、
A識
挑
る
稼
皮
の
硲
賢
を
必
一
妥
染
F之rζ-
ず
O

伽
仰
叩
.
%
叶
%
り
此
市
場
北
る

E
目
是
疋
れ
な
よ
bツ

O

倣
溺

A

宵
明
に
於
て
は
、
倣
鵠
鵠
閑
西
銀

硲
資
あ

tbリ
て
、
商
人
は
白
己
が
銀
行
に
文
榔
ふ
可
き
金
綴
行
行
一
拡
鰍
山
出l
を
臼
的
と
ず
る
金
の
取
付
に
封
し
、
千
川
分
?
の
〕
ご

一

‘ 

1 、

_' I'.l.' 
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学
乃
至
六
の
党
換
手
数
料
を
謀
し
、
組
側
越
に
於
て
は
、
所
英
蹴
銀
行
を
随
分
ず
る
制
度
以
銀
行
の
布
す
る
白
出
資
金

調
「
ザ
閣
の
不
快
し
と
稀
す
ゐ
恐
る
可
を
隙
容
の
存
ず
る
じ
野
し
て
一
会
衆
の
住
民
を
促
ず
の
利
益
d

しのより

ιす
る
倍
、
:

あ
t
o
o
然
る
に
英
闘
に
於
て
以
、
制
等
此
矧
の
喝
の
寸
め
る
一
斯
る
人
工
的
設
備
の
存
在
せ
公
る
場
合
仁
比
較
し
て
取
付

を
見
歩
。
金
に
闘
す
る
取
引
は
絡
調
の
自
由
に
崩
す
。
此
一
仁
熔
b
得
る
資
金
を
寡
少
な
ら
レ
ひ
ゐ
は
論
を
侠
な
ポ
J
O

事
‘
な
る
貨
に
倫
敦
を
し
て
世
界
金
融
の
首
都
文
ら
し
ひ
る
一
ハ
註
}
〉

2mmvF3eggs-

原
因
な
ゐ
と
岡
崎
に
、
一
方
に
は
倫
敦
を
し
て
割
引
歩
令
一
之
に
加
ふ
る
に
、
英
蘭
銀
行
は
千
八
百
凶
十
四
年
の
依
例

の
引
上
に
依
L
リ
、
金
仁
川
到
す
る
取
μ
刊
に
釣
抗
す
る
の
必
要
一
仁
一
擦
ム
ソ
、
定
僚
を
以
て
、
会
衆
の
請
求
あ
る
に
随
て
、
金
を

い
と
放
せ
し
ひ
。
然
ら
ば
英
樹
仁
於
て
割
引
歩
合
の
純
物
一
効
頒
一
購
入
す
る
の
義
務
ゐ

b
o
随
て
英
樹
銀
行
の
圧
貨
線
備
砿

繁
な
ん
ノ

ι一
五
ふ
は
、
金
、
に
封
ず
る
自
由
市
場
を
ふ
付
す
る
の
一
其
理
事
者
の
意
縛
仁
依
て
定
ま
る
仁
非
歩
、
寧
マ
ハ
金
を
戦

利
袋
一
仁
基
く
も
の
と
一
五
ふ
可
ぎ
な
ん
O

一
入
す
る
者
の
意
織
に
依
て
定
ま
る
。
設
に
於
て
か
英
蹴
銀

(
一
ご
千
八
百
凶
十
四
年
銀
行
俄
例
の
人
工
的
牡
質
o
u
千
一
行
に
は
崎
に
不
用
な
ふ
金
の
蓄
積
を
戒
し
て
、
割
引
歩
合

八
百
四
十
四
年
の
銀
行
依
例
の
下
仁
生

b
tる
制
度
は
割
一
の
低
務
を
生
本
J

る
乙
と
あ
る
と
同
時
に
、
此
蓄
積
が
市
場
，

'
引
歩
令
に
如
何
な
る
影
響
を
有
ず
る
や
。
此
問
題
に
野
し
一
を
勝
一
泊
し
て
、
反
針
の
結
果
を
生
ホ
J

ゐ
乙
と
あ
ム
ッ
。
執
れ

て
は
、
必
守
或
る
影
響
を
有
す
と
一
お
ふ
肯
定
的
意
見
を
随
一
仁
し
て
も
商
業
上
の
必
要
と
相
作
は
ヂ
し
て
、
金
利
歩
A
灯

ぺp
者
少
な
じ
と
匂
ぃ
子
。
例
へ
ば
パ
ル
グ
レ
ー
グ
氏
以
英
蹴
一
ド
ド
ド
異
動
を
来
す
の
弊
Lqv
菟
か
る
可
わ
ら
ヂ
。

銀
行
を
一
一
一
部
に
区
分
す
る
は
人
工
的
に
英
磁
銀
行
の
財
源
(
一
一
一
英
蹴
銀
行
所
有
の
有
償
談
窓
仁
於
け
ふ
減
効
性
の

ー
を
分
割
す
る
が
も
の
仁
し
て
、
業
少
額
な
る
n
?
に
濁
し
て
取
敏
之
。
英
蔚
銀
行
の
所
布
す
る
有
償
鐙
券
の
枇
質
如
何
紋

付
を
惹
起
す
可
し
と
し
北

bo(註
ご
。
英
闘
に
於
け
る
此
正
確
仁
之
を
知
る
を
相
府
中
y
。
種
々
の
事
情
よ
・
0
推
測
す
れ

j

mw

積
の
取
一
付
は
自
ら
大
仁
じ
て
九
叉
訟
な
λγ

。
故
仁
ニ
部
に
ば
、
短
期
貸
付
は
特
殊
の
依
件
の
下
に
意
裂
な
る
地
位
を

J -1 
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市

O

占
め
、
割
引
手
形
の
数
以
大
に
制
限
せ
ら
れ
居
る
が
如
し
。
に
~
何
時
ド
ド
て
宅
現
金
仁
換
ふ
る
1V}
川
河
る
流
効
的
性
質
の

蒸
し
地
口
減
の
一
場
合
に
於
て
は
、
英
鶴
銀
行
は
割
引
に
闘
し
ー
説
家
を
所
有
す
る
は
、
金
融
市
場
を
持
制
ず
る
に
、
議
信

他
の
銀
行
J
・
競
争
す
る
乙
、
と
な
じ
。
印
も
英
蹴
銀
行
は
其
一
必
要
な
る
式
器
を
備
ふ
る
も
の
に
外
な
ら
タ
。
英
樹
銀
行

取
引
先
に
胤
測
す
る
外
、
市
中
歩
令
を
以
て
割
引
す
る
と
と
プ
以
前
認
の
如
く
、
手
形
割
引
を
感
に
行
は
か
」
る
結
果
、
市

有
川
市
(
、
而
し
.
℃
葉
歩
令
は
英
繭
銀
行
歩
合
よ
ー
り
一
般
に
低

γ
場

ω形
勢
が
世
人
を
し
て
英
蘭
銀
行
に
就
て
割
引
宏
諦
求

さ
が
設
に
、
(
最
近
ご
十
年
間
仁
一
於
け
る
幾
方
の
惑
は
五
周
一
せ
し
む
る
時
の
外
は
、
市
場
を
控
制
ず
る
能
は
歩
。
待
遇

一
二
五
な
t

り
)
商
業
活
ず
誠
ゲ
ゲ
}
所
主
?
る
と

E
少
な
き
・
次
第
一
の
場
合
に
、
英
繭
銀
行
が
ぷ
磁
波
に
資
金
を
得
ん
と
す
る
と

な

6
0

‘

一

き

に

拡

、

コ

y
y
ル
れ
公
債
宏
資
却
し
て
、
目
的
。
ど
迷
ず
る

之
仁
反
し
て
、
錦
繍
両
銀
行
放
に
術
逃
帝
開
銀
行
は
J
P

一
の
す
が
。
品
以
山
地
に
期
間
協
械
了
す
ゐ
手
形
宏
所
有
し
、
内
凶
市

額
の
符
務
手
形
を
所
布
す
。
是
等
の
銀
行
は
商
業
手
形
に
一
場
を
撹
乱
せ
歩
し
て
、
正
貨
を
得
る
が
如
営
方
法
は
英
樹

溺
し
、
常
羽
目
的
購
入
者
投
る
地
位
に
立
も
、
榔
蘭
商
銀
行
…
銀
行
の
備
ふ
る
所
に
非
芯
ゐ
密
以
て
、
銀
行
は
割
引
多
A
V

は
替
業
の
常
則
と
し
て
手
形
の
山
氏
入
を
鴻
し
、
帝
閥
銀
行
一
の
高
低
に
不
思
大
の
性
意
を
施
し
、
叉
準
備
金
宏
保
談
ず
る

亦
薬
務
行
紙
幣
の
一
一
一
分
の
ご
み
14
で
子
形
十
一
所
布
ず
ふ
の
規
一
潟
め
い
わ
に
頻
繁
ド
之
宮
改
正
せ
た
」
る
可
か
ら
含
ゐ
な

b
o

定
の
下
に
之
を
行
ふ
0

訓
坊
に
況
時
の
貸
借
務
照
表
に
就
て
一
英
蹴
銀
行
所
有
々
一
僚
議
券
に
閥
ず
る
前
誌
の
特
質
は
英

検
す
る
に
俄
駒
市
間
銀
行
の
所
有
す
る
有
倒
閣
議
券
五
千
凶
百
一
闘
争
一
憾
の
金
融
に
就
て
視
察
す
る
を
得
る
特
伎
と
紙
似
し

高
砂
の
中
、
一
一
一
千
百
商
務
以
短
期
子
形
仁
し
て
、
他
は
銃
一
文
ゐ
も
の
あ
ち
。
査
し
他
の
諸
閥
結
英
閥
兆
銘
称
手
形
止

期
貸
出
な

b
o
叉
糊
例
逃
品
W
附
開
銀
行
所
布
の
有
償
説
券
六
千
一
所
滴
し
、
叉
英
断
大
賊
省
談
歩
配
所
有
す
る
に
反
し
、
英

凶
百
前
向
勝
中
五
千
高
砂
は
ヂ
形
に
し
て
、
他
は
短
期
貸
出
川
開
会
衆
以
一
方
に
大
陪
諮
問
の
株
式
み
債
を
所
有
し
な
が

な
ん
J
O

大
隣
諸
問
の
銀
行
が
多
額
の
正
品
川
一
準
備
に
加
が
る
ら
他
方
に
外
側
商
業
手
形
を
所
有
す
る
乙

E
誌
だ
少
な
く

、負}
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、

、
久
之
ナ
ピ
章
一
一
操
縦
せ
公
る
唱
の
、
如
し
。
附
よ
ら
一
間
闘
が
外
索
中
に
・
は
英
後
十
数
年
の
間
に
多
く
世
人
の
注
意
十
一
脱
し

闘
の
株
式
を
所
有
す
る
と
を
は
、
之
に
作
て
様
々
の
利
録
文
る
唱
の
あ

b
、
薬
多
く
は
正
貨
泳
備
の
不
足
、
金
利
歩

み
る
可
く
、
殊
仁
一
外
側
に
負

hm
依
務
を
文
例
ふ
の
用
仁
充
…
A

げ
の
頗
繁
な
ふ
幾
効
、
恐
慌
時
い
か
於
け
る
英
蘭
銀
行
依
例

〈
¥
英
樹
地
金
に
-
対
す
る
砥
付
を
迎
〈
円
心
配
科
べ
し
。
一
中
止
め
必
要
仙
寺
に
就
て
諭
b
L花
る
仁
一
過
ぎ
な
る
を
以
て
、

然
れ
ど
弘
欧
洲
市
場
ド
ド
於
て
、
金
利
歩
A
M
M

総
点
目
以
し
、
叉

J

以
…
段
ド
ト
・
ツ
ん
を
紹
介
、
ず
る
の
必
婆
宮
認
め
ポ
。
喰
改
正
涼
諜
中

政一仏治
L
-
L

・
に
紛
援
を
ル
止
す
ω
ゃ
、
多
綴
の
英
悩
地
金
は
外
岡
一
最
も
祉
人
の
投
滋
d
V
H
)

…
燃
起
し
た
プ
心
プ
ヅ
ジ
エ
ン
民
の
方
薬

所
有
に
係
ふ
英
樹
成
潟
般
相
手
形
又
は
大
賊
省
議
券
に
依
…
に
就
て
論
下
る
山
川
あ
る
可
し
o

て
、
続
々
減
付
け
ら
る
、
を
詑
隠
せ
な
'b
可、人
-ryo
況
や
パ
一
ー
コ
ヅ
ジ
ぷ
ン
阻
ん
の
改
革
方
案
以
氏
の
演
説
投
下
意
凡
香

ル
グ
レ

l
w
y
氏
仙
寺
の
鴫
ふ
る
如
く
、
英
関
に
於
て
は
総
入
一
仁
川
依
て
之
宮
山
続

LM

訟
を
得
べ
し
。
印
も
千
八
百
九
十
一
年
一

は
輪
出
よ
よ
ツ
が
も
念
速
に
増
准
し
、
英
闘
の
所
有
す
る
閥
際
一
月
二
十
八
日
リ

i
d
J
市
仁
於
け
る
償
識
に
次
い
で
、
同
年

的
談
窓
色
合
い
-
奈
川
仰
に
減
少
し
、
英
闘
は
某
所
得
を
鵡
紘
一
十
二
月
二
日
倫
敦
前
業
合
議
所
仁
一
於
て
演
説
し
、
如
何
な

し
て
生
新
し
つ
k
E

あ
る
の
側
、
わ
る
に
於
て
を
や
。
〈
誕
二
一
る
形
式
の
立
法
t
t舵
・
も
、
不
謹
慎
叉
は
過
度
の
投
機
熱
よ

S
G
Z
E
J
1
3一U

N
H
S
H
U

ア
り
来
る
恐
慌
械
綻
&
防
過
す
る
能
は
み
が
/
、
唯
立
秩
は
是
等

第
二
英
蘭
銀
行
総
例
改
一
止
の
計
設
敢
に
‘
一
恐
慌
の
体
婚
を
泊
止
す
る
配
得
べ
し
と
し
}
滋
ん
df
英
断

プ
叫
ノ
ジ
ぷ

Y

氏

の

提

案

一

現

行

の

制

度

&

攻

撃

し

、

第

一

中

央

紅

一

於

け

る

金

深

備

の

千
八
百
九
十
年
・
の
恐
慌
は
千
八
万
一
間
十
凶
年
の
依
例
仁
一
不
足
、
第
二
恐
慌
時
に
於
け
る
伸
縮
の
不
自
在
b
L
以
て
、

野
す
る
非
難
佐
一
叫
燃
せ
し
め
~
千
八
百
九
十
一
年
中
依
例
…
英
敏
鮎
F

乙
認
め
食
f

り
o
今
プ
ヅ
ジ
エ

y
氏
の
椀
読
に
依
て
、

改
正
に
就
て
、
刊
行
せ
ら
れ
大
ゐ
小
冊
子
の
数
は
枚
恕
に
是
殺
す
の
快
鮎
を
説
明
す
可
j

レー

返
あ
ら
ん
と
然
れ
ど
れ
も
是
等
小
知
子
に
現
は
れ
た
る
政
章
第
一
中
央
に
於
る
金
準
備
の
不
足
。

雑

銭

、

一

、

プ

y
ν
ぷ

y
多
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総

ぃ

、

E

J

、
ン
‘
七
日
一

m
M

氏
演
説
常
時
に
於
け
る
英
蘭
銀
行
の
ザ
町
一
品
日
一
機
ー
備
平
均
高
紘
一
く
の
悶
維
に
逢
者
せ
や
C

る
を
得
歩
、
金
融
一
枇
舎
に
於
て
は
、

二
千
百
高
踏
切
乃
翌
二
千
二
百
前
内
務
を
上
下
し
大
る
仁
反
し
'
市
場
の
館
側
w拾
に
恐
怖
が
過
大
正
処
ム
ツ
て
、
始
め
て
大
減

側
関
西
銀
行
以
九
千
五
百
寓
緋
(
銀
貨
を
合

υ)
組
側
慾
常
一
大
肢
の
許
可
に
拶
す
る
を
見
る
可
し
。

閥
銀
行
ほ
凶
千
高
砂
(
前
附
断
)
の
汗
…
貨
準
備
を
有

L
、

一

プ

ヅ

ジ

L

Y

氏
以
英
鴎
銀
行
総
例
仁
一
割
し
て
如
上
の
制
側

、

A
官
衆
閥
、
が
閥
廊
議
仁
倒
立
銀
行
に
郎
官
仰
す
リ
心
金
銀
、
準
備
は
一
-
察
を
潟
し
花
ゐ
後
、
汲
去
五
十
年
間
様
々
の
事
情
に
幾
多

一
億
凶
千
二
百
高
砂
合
数
ヘ
ム
仏
t少
。
斯
く
英
凶
が
圧
貨
玲
一
の
機
動
を
・
仕
上
一
b
、
英
蹴
銀
行
以
金
融
市
場
を
控
制
ず
る
能

備
に
就
て
劣
等
の
地
位
に
玄
も
謝
し
て
必
速
に
金

E
吸
枚
一
は
か
」
る
に
笠
れ
る
が
放
に
此
縫
化
し
大
ゐ
事
情
の
下
に
於

ず
る
の
倒
難
あ
る
以
上
は
甚
だ
危
険
な
ふ
斌
践
に
必
ゐ
宅
一
て
、
新
な
ゐ
立
訟
を
必
裂
と
す
ゐ
乙
と
を
断
言
し
た
'
り
。

の
と
一
お
は
か
」
る
可
・
わ
ら
・
下
J
O

策
し
金
は
常
に
之
を
吸
牧
す
一
然
ら
ば
ゴ
V

ジ
ぷ
ン
氏
の
改
革
系
は
如
，
仰
な
る
内
容
を

る
を
得
べ
し
と
雌
も
、
主
吸
牧
仁
川
い
成
る
時
機

-
Y

ど
要
件
い

M
Y
一
有
す
る
か
。
氏
の
目
的
と
す
・
る
所
は
第
一
、
中
央
仁
於
け

る
を
得
、
ヂ
。
然
苦
此
事
資
拡
充
分
v
h
総
務
せ
ち
れ
か
」
る
が
一
ゐ
金
準
備
ど
増
加
し
、
，
第
二
恐
慌
時
仁
一
於
け
る
紙
幣
滋
行

故
仁
、
今
日
の
如
く
が
附
人
の
尚
に
聯
令
行
は
れ
い
、
ジ
シ
ヂ
一
仁
仲
絡
み
が
ひ
一
保
大
し
り
ゐ
の
二
制
仁
し
て
、
一
勝
紙
幣
の
滋

ケ
!
ト
の
成
立
亦
安
な
る
時
代
仁
於
て
は
、
誌
の
金
一
行
仁
依
て
、
義
二
穏
の
目
的
を
併
せ
慈
せ
ん
と
し
?
。

貨
一
準
備
に
制
測
す
る
取
付
は
同
誠
意
終
日
仰
に
行
ね
れ
ペ
此
一
燃
に
一
此
計
議
の
純
一
回
は
プ
ヅ

V
C氏
自
身
英
蘭
銀
行
総
裁
に

危
険
を
沼
地
か
る
可
か
ら
・
下
J

。

一

風

ハ

ヘ

大

る

予

告

一

一

日

に

明

な

JOo''m
・，h
'万
一
の
如
し
o

第
二
恐
慌
時
に
於
る
伸
縮
の
不
自
在
。
恐
慌
に
際
し
一
英
一
蹴
銀
行
は
今
日
ム
伺
制
限
持
参
に
潤
し
て
、
千
六
百
間
十

て
、
銀
行
依
例
の
施
行
を
中
止
す
る
の
方
法
は
決
し
て
瓶
一
五
古
川
踏
切
の
紙
幣
宏
緩
行
す
る
か
」
得
。
此
金
額
を
趨
泌
す

足
と
栴
す
る
を
得
、
ボ
ノ
0

・
事
賞
仁
徴
ず
る
い
ト
、
大
城
大
院
が
る
紙
幣
議
行
仁
川
潤
し
て
は
総
て
金
を
準
備
と
せ
布
、
C

る
可

保
例
中
止
を
許
可
す
る
以
前
仁
、
税
に
事
局
不
穏
を
告
げ
か
ら
ヂ
。
今
千
八
百
八
十
一
年
ょ
ん
千
八
百
九
十
年
ド

‘、‘

'‘ 

一
全
る
間
後
行
部
に
於
け
る
金
の
卒
均
在
高
は
二
千
百
五

五
商
傍
な
る
が
故
に
〉
之
仁
保
続
準
備
の
制
限
額
aT
六

百
凶
十
五
寓
勝
を
加
ふ
る
と
き
は
、
会
一
憾
に
於
て
三
千
↑

八
百
世
間
磁
ー
ム
潟
る
可
し
。
臼
芯
れ
千
八
百
四
十
四
年
・
の
総
一

例
広
一
於
け
る
紙
幣
夜
行
の
総
平
均
額
な

b
o
余
綜
今
日
一

五
砂
以
上
の
綴
両
紙
幣
が
緩
行
せ
ら
る
、
も
と
同
一
一
候
件
一

の
下
仁
、
一
勝
紙
幣
の
裕
行
を
許
可
す
る
外
に
、
何
等
一

説
放
を
後
改
せ
ん
と
せ
安
、
唯
有
償
談
券
に
机
到
す
る
紙
一

幣
一
傍
に
付
号
、
金
貨
に
劃
す
る
紙
幣
四
勝
の
割
合
を
一

以
て
、
三
千
八
百
古
川
勝
以
上
に
、
紙
幣
の
殺
行
を
許
可
一

せ

ん

と

す

る

の

み

。

、

一

今
、
貸
例
に
就
て
以
上
の
提
案
を
説
明
す
る
に
、
義
行
一

部
仁
於
け
ゐ
金
の
在
ん
め
を
二
千
百
五
十
一
立
高
砂
と
し
、
一

夜
僚
鐙
森
一
に
劃
す
る
金
夕
、
凶
の
割
合
を
以
て
、
二
千
一

五
百
寓
磁
の
紙
幣
婚
後
せ
ら
れ
大
y

り
と
す
れ
ば
μ
、
金
の
一

在
一
高
広
ニ
千
荷
揚
の
増
加
-
を
恭
し
、
会
憾
の
正
い
準
備
一

以
似
千
百
五
十
五
一
関
踏
切
tr漏
る
可
し
。
印
私
-
F

お
に
表
示
一

す
る
が
如
し
。

紙
幣
議
行
市

灘

，

銭

-. . 
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ら-.'- 4_'")-，...聾曇智帯明暗一

出

'一一一八、
0
0
0
、0
0
0

一一近、

ooohoo-o

六一一一、
0
0
0
‘0
0
0

此
総
額
以
左
の
如
を
割
合
を
以
て
、
金
貨
並
に
有
償
校

券
に
到
し
て
、
議
行
せ
ら
る
可
し
。

金
の
総
在
中
口
阿

滋
e

宮

山

侃

の

寝

中

前

，

ニ

一

、

五

五

O
、
o
o
o
t

新
規
W
A
忙
一
嚇
る
二
千
五
回
総
務
一
一

O
、
0
0
0
、
0
0
0

の
五
分
の
E

金
口
代
劇
到
す
る
紙
幣
殺
行
高
凶
一
、
五
五

O
、
0
0
0

保
設
準
備
潜
行
商

務

・

来

の

在

高

‘

ヱ

ハ

、

闘

い

此

O
、
0
0
0

5
7五
百
常
的
協
仰
の
五
分
の
一
川
い
ゆ
同
ゆ
h

同
m
w
o

開

湘

設

券

唱

到

す

る

一

二

、

四

五

O
、
o
o
p

仇
制
則
的
U
H
究

1
7
2
F
J
B
H

氏
野
長
一
.3
ム
口
司
自
む
・
「
ム
ハ
コ
一
、
0
0
0
、0
0
0

卓
山
町
食
η
忍
245』

l
d
品一一一戸

以
上
の
数
字
を
基
礎
J
し
し
て
、
紙
管
内
抑
制
皮
ふ
ど
比
較
す

る
仁
、
茶
碗
銀
行
の
一
昨
一
位
、
準
備
ね
二
千
百
五
十
五
高
砂

よ
t

り
、
凶
，
千
百
五
十
日
丸
商
務
に
増
加
し
、
…
方
に
保
続

準
備
の
後
行
は
五
百
一
尚
傍
の
滑
加
に
止
ま
る
。
然
活
此

増
加
紙
一
砂
紙
幣
の
議
行
仁
基
く
唱
の
に
し
て
、
此
紙

七日一…ゾ

沓
時
の
平
均

4

潜

波

高

玉、
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七
六

線

終

宜
し
か
ら
タ
O

ハ
殊
に
一
砂
紙
献
市
議
行
に
就
て
反
劉
を
悲
抑
制

z
g
t
i
G
M
)
F
2
2
0
H
2
5
E
H
W
o
p
J
-
M机

し
北
か
o

然
れ
ど
唱
此
一
以
劉
は
敢
て
蛍
を
得
た
ク
と
一
五
、
み
援
す
ふ
'
に
ゴ
ヅ
ジ
ぷ

y
氏
の
方
案
は
法
律
と
し
て
成
す
一

能
は
が
o

総
持
制
捌
故
に
蹴
米
利
加
に
於
て
は
、
是
等
小
額
一
ず
る
を
得
才
ん
し

t
雌
唱
、
其
安
際
に
及
ぼ
し
北
ゐ
効
果

而
の
紙
幣
は
便
利
低
成
な
る
議
貨
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
、
一
に
淫
て
は
、
認
。
可
宝
石
な
し
と
せ
、
一
y
o
現
仁
作
品
へ
い
附
銀
行
の

大
紋
而
の
紙
幣
よ
I

り
が
も
党
換
の
請
求
を
生
食
る
乙
之
少
な
一
正
貨
準
備
は
千
八
百
九
十
年
二
千
…
泊
八
十
二
高
時
切
な
F

り
し

し
。
唯
一
の
快
紡
は
俄
績
の
危
険
な
れ
ど
も
、
ゴ
ヅ
ジ
二
仁
、
千
八
百
九
十
一
年
に
は
一
一
千
間
百
三
十
右
前
レ
心
不
十
時
切

シ
兵
は
禁
避
け
得
べ
さ
と
と
を
断
言
し
食

b
o
或
は
千
八
一
仁
、
千
八
百
九
十
二
年
に
は
二
千
五
百
五
十
二
部
四
千
勝

百
二
十
五
年
恐
怖
皆
時
の
記
服
安
活
必
し
て
、
此
紙
幣
の
一
仁
、
千
八
百
九
十
四
年
・
に
は
一
一
一
千
四
百
間
十
一
高
四
千
勝

談
行
に
反
到
す
る
者
あ
ら
ん
か
、
日
延
れ
ゴ
ツ
ジ
ぷ
yv

兵
方
一
仁
、
千
八
百
九
十
五
年
に
は
一
一
子
八
百
九
十
五
高
一
千
勝

家
の
紙
幣
と
首
時
の
紙
幣
と
れ
や
一
く
性
質
を
異
仁
ず
る
を
認
一
に
、
千
八
百
九
十
六
年
に
は
最
高
額
四
千
四
百
二
十
一
高

め
な
み
の
宮
な
る

rみ
'
0

英
樹
銀
行
議
行
の
紙
稀
と
小
資
一
九
千
砂
に
惑
し
北
ん
'
0

其
後
多
少
減
少
し
北
よ
り

E
雌
也
、

商
人
の
緩
行
し
北
る
紙
幣
と
宮
同
一
一
脱
す
る
が
如
き
理
に
…
倫
ほ
千
九
有
二
年
仁
は
三
千
五
百
六
十
凶
務
執
切
を
数
ヘ
北

於
て
許
す
可
か
ら
才
る
な
ん
〆
O

一
f

り
o

捌
よ
1
0
之
と
同
時
期
に
於
け
る
俳
繭
両
銀
行
並
に
濁

千
八
百
二
十
五
年
の
恐
慌
の
質
例
は
英
蹴
銀
行
保
例
改
一
逃
帝
閥
銀
行
の
rr一
貨
準
備
を
見
る
に
、
前
者
は
一
億
百
九

正
仁
反
到
す
る
者
に
依
て
常
に
引
用
せ
ら
る
れ
ど
も
、
英
一
'
f
t

一
一
一
市
内
二
千
勝
を
、
後
者
政
三
千
六
百
ニ
十
レ
引
高
三
千
を

前
開
銀
行
制
仕
事
者
の
一
人
が
同
一
の
態
度
に
出
モ
食
る
は
阪
一
数
ふ
t
r
路
弘
、
然
対
三
池
山
帯
雨
銀
行
は
英
蘭
銀
行
よ
A
も
多

る
〆
肢
と
せ
合
る
可
か
ち
ヂ
O

ハ

討

}

〉

も

一

額

の

紙

幣

b
y
h
疏
通
す
る
J

も
の
な
る
乙
と
を
詑
服
せ
公
る
可

ハ
ぷ
七
〉
旬

3
W
ω
o
u
p
三
戸
市
民
O
M仲

E
V
E
r
y
M日
立
。
戸

A
2
5
H
w
p
p
r
o
向

か

ら
-V最
近
十
年
間
英
蘭
銀
行
の
紙
幣
統
議
高
に
制
到
す
る

拘

HH科目
g
f
v
p
z
m
O
2
5
2
2
3
5
m
u
g
s柑
RUOP3S(p)情

的

S
M
Z
Z干
正
貨
の
割
合
紘
一
倍
ニ
八
な
る
に
、
例
繭
一
曲
銀
行
は
五
割

~'6 

a 

g 圃 ‘

四
分
濁
漁
品
市
問
問
銀
行
は
五
割
六
分
に
止
ま
れ
1
リ
0

放
に
此

欧
州
に
於
て
英
蘭
銀
行
の
地
位
は
濁
倒
雨
銀
行
を
・
凌
駕
す
る

が
も
の
と
一
お
ふ
を
得
ぺ
し
。
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4
い
も
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